
平成 27 年 １ 月 30 日

 

上町台地マイルドＨＯＰＥゾーン事業 

まちづくり提案事業 事業報告書 

１ 事業者名  

共同事業者名（あれば記入してください） 

２ 事業のテーマ・タイトル 

上町台地のエリアブランド 

～地域のまちづくり活動の成果とエリアブランディング活動についての提言～ 

※応募時につけたテーマ・タイトルを記入してください。 

３ 事業の時期と実施内容等 

時  期 実 施 内 容 等 

７月 現況調査、ワーキング開催、シンポジウム開催に向けた企画・調整 

８月 8/19 上町台地の新しいエリアブランド研究第 1 回ワーキング開催 

９月 現況調査、エリアブランドの観点からの研究 

1０月 10/2 第２回ワーキング開催 

１１月 11/5 第３回ワーキング開催 

１２月 
12/2 上町台地フォーラム 2014 ～医療・健康をキーワードとする居住
まちづくり戦略～ 開催 

※実施した事業を月ごとに記入してください。 

４ 事業の効果・今後の展望 

効 果 

＊地域に根付く歴史伝統、文教地区、大型病院と特徴のある病院の集積、

住むまちとしての高いブランド力等、上町台地の特徴分析を行うとと

もに、産学官の多様な人材の参画を得てワーキングやフォーラムを開

催したことで、上町台地において「医療・健康」が新しいエリアブラ

ンドとなる可能性とともに、その実現に向けた課題が確認できた。 

＊フォーラムの開催により、上町台地の新しいエリアブランドの可能性

について広く発信することができた。 

今後の 
展 望 

＊上町台地のエリア・ブランディングの実現に向けて、主要駅周辺・都

心部のモデルケースとしての取組、フィールドを共有する健康まちづ

くりと産業創出、セルフケア関連ビジネスの導入支援等の観点から、

地域資源の分析、地域事業者等との連携により、具体的な方策につい

て検討を加えていきたい。 

株式会社ダン計画研究所 

 

【様式４】 



 

５ 事業の総参加人数 

 80 名（フォーラム参加者数 80 名） 

（内訳：地区内から参加    名・地区外から参加   名・不明   名）

その他、年齢別など詳しく内訳がわかれば記入してください。 

（例：30 代から 40 代が 6 割程度、など） 

 

 

 

※「５ 事業の総参加人数」は外部へは公表しません。 
※「３ 事業の時期と実施内容等」、「４ 事業の効果・今後の展望」は、欄内に記入の上、これら

を補足するようなパンフレット・チラシ・写真等があれば適宜添付してください。 



３ 事業の時期と実施内容等 補足資料 

●8/19 上町台地の新しいエリアブランド研究 第 1 回ワーキング開催 

日時：平成 26 年 8 月 19 日（火）午前 10 時～12 時 
場所：グランフロント大阪（北館７階）ナレッジサロン プロジェクトルーム E・F 
ゲスト： 

大阪市立大学 健康科学イノベーションセンター 副所長  堀 洋氏 
大阪市立大学大学院 経済学研究科教授  長尾謙吉氏 

 
【主な意見】 
（上町台地の特徴・強み等） 

＊ 歩く、動けるまちが健康であり、歩けないまち
は、健康的ではない。台地の適度な坂も健康にも
良い。 

＊ 上町台地は、「健康で素敵な生活が送れる地域」。
文化や、身の回り品のものづくりの場も健康産業
として含まれ、知的好奇心を刺激する。 

＊ まちの機能として、生活が全て組み込まれ、ラ
イフステージ毎（ゆりかごから墓場まで）の要素
のミックスを売りにすればよい。 

＊ 徒歩圏で多様な物を選べるなど、都心メリット
を有する地域。そこに歴史的なもの、教育、医療
機関も充実しているというイメージが付加され
るとブランド力が高まる。 

＊ 学区、有名私立高校等、教育環境にも優れる。 
＊ 新しいものはウメキタ、阿部野、森之宮。そうした場所にない歴史が上町台地にはある。 
＊ 高所得、多世代が居住する大阪の中では数少ない地域。人口規模、ゆとりや好奇心が強い層

が集まっており、新しい健康サービスや商品等のテストマーケティングの適地。 

（他地域との関係） 
＊ 大手前や森之宮と近鉄ハルカス、市大病院といった拠点をつなぐことは可能か。知識を得る

ところ、消費するところ、医療術を受けるところという整理もできる。（堀氏） 
＊ コアとなる上町台地の地域の範囲を定め、それを拡大し、広域の上町台地圏として訴求。 

（ブランド構築の課題） 
＊ 健康な暮らしを求める人が居住者や就業者に対して、これから 40 年後がもっと健康なまち

にするために、立地誘導する施設や、今ある資源といかに関係づけていくかが課題。 
 
 
●10/2 上町台地の新しいエリアブランド研究 第２回ワーキング開催 

日時：平成 26 年 10 月 2 日（木）10：00～12：00 
場所：ダン計画研究所 ７階会議室 
ゲスト： 

京都大学大学院 工学研究科建築学専攻 教授  高田光雄氏 
近鉄百貨店 営業統括部 部長 米田昭子氏 

【主な意見】 
（上町台地の特徴・強み） 

＊ 上町台地には、楽器工房も多く、モノづくりを歴史的資源と同じように捉えると面白い。音
楽家もたくさんおり音楽をベースにしたまちづくりも動いている。 

＊ 子育てをする場所として上町台地は最良。子どもを育てながらいろんなネットワークを持っ
ている人は相談する事ができているが、人的交流が少ない人は相談できる場所が少ない悩みを
抱える。 

（健康に暮らせるまちづくり） 
＊ 暮らしの中に一定のストレスは必要。縁側のようなヒートショック（屋内外の温度差）を減

らす環境が必要だが、バリアフリーもバリアが全くないので無く、適切に作ることが重要。 
＊ 医療がまちづくりの表に出てくることに違和感を覚える。医療、福祉、防災がまちづくりの

前面に出てくるとその街は面白くならない。 
＊ 「薬臭い医療は嫌だ。いつまでも、若くいたい」という思いが 50〜60 歳代にはある。 

（ブランド構築の方向性） 
＊ 百貨店（上本町 yufura、あべのハルカス）でも、人が集まる装置として、地域性に沿った

店づくりをしている。文化サロンも好評で、上町台地に適するのは、「面白い町」、「住みたい
町」。住んでいる人の心、体の豊かさをどう表現していくかが課題。 

＊ 全国的に健康医療まちづくりは、ICT の議論、集積の中での病病連携になってしまいがちだ
が、上町台地では、広義の健康や予防医療を絡めたまちづくりになる。 



●11/5 上町台地の新しいエリアブランド研究 第３回ワーキング開催 

日時：平成 26 年 1１月５日（木）18：00～19：30 
場所：ダン計画研究所 ７階会議室 
ゲスト： 

大阪市立大学大学院 生活科学研究科・生活科学部教授  三浦 研氏 
NPO 法人まち・すまいづくり 理事長  竹村伍郎氏 

【主な意見】 

（上町台地の特徴・強み） 
＊ 大阪城周辺など景観に優れる点もアドバンテージとなりうる。 
＊ 「高齢者外出介護の会」（空堀）や「認知症の人とみんなのサポートセンター」（玉造）など

の NPO 団体が先駆的な活動を行っている。 
＊ 上町台地での施設系の充実は難しい（地価も高く、採算をとることが困難なため）。 

（これからの医療・福祉のまちづくりの方向性） 
＊ 医療、福祉が在宅へとシフトしていく中で、高齢者自ら暮らしやすい環境を選択していくこ

とが求められる。高齢者住宅等の施設に頼ってしまうと、高齢者は、買い物しなくなる、動か
なくなる、頭を使わないといった状態になる。 

＊ 急性期の病院よりも、かかりつけ医となるクリニック、地域密着の訪問介護サービスの充実
が求められる。 

＊ 日常生活のハブになるような飲食店、惣菜屋などに、声をかけてくれる、健康の話しをして
くれるコミュニケーション機能が加われば良い（イギリスのパブのような）。医療・福祉の世
話になる前に、いかに日常生活をゆたかに暮らすかを考えることが必要。上町台地には、ベー
スとなる飲食店の基盤はあり、とても暮らしやすいエリアになるだろう。 

＊ マンション管理組合が関与することで、24 時間、管理人が声がけすることも可能で、見守
りサービスにも対応できる。集積のメリットを活かすための仕組みを考えることが有効。既存
マンションではプライバシー問題で難しいが、新規分譲の場合は成立するかもしれない。 

＊ 民間サービスを中心とした ICT 活用により、新しい在宅での暮らし方も生まれる可能性が
ある。 

＊ 上町台地は大阪に所得のある方に住んでもらうために、洗練され、暮らしやすいまちとして
のイメージづくりの牽引役になってほしい。 



●12/2 上町台地フォーラム 2014～医療・健康をキーワードとする居住まちづくり戦略～ 開催 
 
【上町台地フォーラム】開催フライヤー



 
【上町台地フォーラム 2014 回愛記録】 



 
 



 
 



 
 





 



平成 27 年 1 月 28 日 

 

上町台地マイルドＨＯＰＥゾーン事業 

まちづくり提案事業 事業報告書 

１ 事業者名  

共同事業者名（あれば記入してください） 

２ 事業のテーマ・タイトル 

からほりむすび食堂プロジェクト 

※応募時につけたテーマ・タイトルを記入してください。 

３ 事業の時期と実施内容等 

時  期 実 施 内 容 等 

７月  

８月  

９月  

1０月 
空堀むすび食堂①（10/4） 
高津宮アートギャザリング（10/19） 

１１月 マチオモイ帖作成 

１２月 
からほりごはん（12/6） 
空堀むすび食堂②（12/6） 

※実施した事業を月ごとに記入してください。 

４ 事業の効果・今後の展望 

効 果 

【総括】 

●イベント参加 

・「空堀むすび食堂」へ 2 回合計約１００名が参加 

・「からほりごはん」へ５名が参加 

●スタッフ・出展などでの参加 

・「からほりごはん」へ２名がスタッフとして参加 

・「高津宮アートギャザリング」へ地元住民が２名が作品出展、２名が運営スタッフとして参加 

・「マチオモイ帖」の制作へ７名が参加 

●その他 

・１名（３０代女性）が空堀へ移住 

・地元情報誌に記事が掲載 

・３名のグループが、からほり軒先フリーマーケットへ出店 

 

 

梅山 晃佑 

 

【様式４】 



■空堀むすび食堂 

当初の予定どおり、２回実施しました。それぞれ約５０名ずつの参加があり、近所の方から遠方の

方、子供からおじいちゃんまで、昔から住んでいる方から最近引っ越してきた方、告知を見て来てく

れた方から通りすがりの方、東京から遊びに来ててたまたま通りがかった方まで、雑多な方々に入れ

替わり立ち替わりで集まっていただきました。当日はこの空堀界隈のイベント情報やボランティアス

タッフ募集の情報の提供や、商店街のお店情報などを交換したり、初めてそこで出会った人同士でし

ゃべってもらったりしたことで、この空堀むすび食堂でたくさんの縁をつくることができました。 

 また、ここで出た話題として、「地域メディアを作りたい」「マチオモイ帖を作るだけでなく、それ

を使ったイベントをしたい」「空堀限定のギネスブックを作ってみたい」「屋台を始めたい」など、妄

想だけではない具体的なアイデアがいくつも生まれました。今回のプロジェクトの中枢となる企画で

したが、実際にここから企画への繋がりも生まれ、また今後への展開の可能性も生まれたのは集客の

数以上に大きな成果であると考えます。 

 

■からほりごはん 

 からほりごはんは、「空堀界隈のおいしいものを知ってもらう」ことだけでなく「商店街で買い物

をする楽しさを実体験してもらう」ことを目的に開催しました。ここへはスタッフとして空堀に住む

２名が参加、参加者として１名が参加しました。商店街を散策しながら、今回のテーマである「鍋」

の食材について考えてもらった後、解散して各自食材探しをしてもらいました。定番の肉や魚介、野

菜類の他に「乾物」「ソースなしたこ焼き」など普段お鍋では買わないような食材も集まり、おいし

いけれど再現不可能な鍋が完成しました。参加者とスタッフが親戚の集まりのような雰囲気で、鍋を

つつく姿がとても印象的で、とても距離の近い形で空堀のことを体感してもらえたと感じます。 

 

■高津宮アートギャザリング 

地元の神社「高津宮」で開催された「たかきや秋祭り」内で開催される「高津宮アートギャザリン

グ」というアートイベントへ、空堀に住む２名が作品の展示という形で参加しました。また、それだ

けでなく、また別の空堀に住む２名が運営スタッフとして参加しました。１名は地域密着のコンセプ

トで作品を作りました。地元の方へのヒアリングやまちあるきから得たインスピレーションを元に作

品を作ることを通じて、地域の方との関わりも生まれました。また、運営スタッフも企画展として「神

社」ということをテーマに参加者とコミュニケーションを取るような作品を制作して出店することへ

と繋がりました。 

 

■マチオモイ帖 

３月にMebic 扇町で毎年冬に開催されている「わたしのマチオモイ帖」に向けて、「からほり帖」

を７名のメンバーで何度もミーティングを重ねて制作しました。「空堀を紹介する冊子」は既にたく

さんあることから、この冊子をツールとして地域の方と関われたり、空堀のことを発信できるような

ものにしよう、というコンセプトのもと、４つの質問を埋めてもらうようなノートとして「からほり

帖」が完成しました。今後はこれをツールにしたイベントなどを２～４月にかけて実施しよう、とい

う動きがさらに冊子の制作を通じて生まれました。 



今後の 
展 望 

今回の「空堀むすび食堂」というプラットフォームを作ることで、まちの様々な活動への誘導をす

ることができました。一時的なコミットであるイベントへの参加はもちろん、長期でのコミットとな

るスタッフとしての参加や作品の出展、または移住してきた、という方もありました。 

そして、今後の展望としてもいくつかの「こういうことをしたい」という動きが実際にいくつか生

まれているので、それをご紹介したいと思います。 

 

①マチオモイ帖を活用したイベントの開催 

 上記でも述べましたが、今回制作した「からほり帖」が作って終わりというのではなく、この冊子

をツールとして地域の方と関われたり、空堀のことを発信できるようなものにしよう、というコンセ

プトで制作されました。すでに具体的に２月の後半に、まちあるきをしながらこの「からほり帖」を

それぞれ書きこむ、というイベントを実施する方向で調整をしています。また、この「からほり帖」

は 3 月に開催される「わたしのマチオモイ帖」にて展示されるのと、４月に開催される「まちライ

ブラリー OSAKA BOOK FESTA」にも企画として参加を予定しています。 

 

②地域メディアの立ち上げ 

 空堀むすび食堂に参加してくれたライターの方が、「地域メディアを作りたい」という話を持ち込

まれました。そこで色んな人に話していると「やってみたい」という声も多く、またその中には Web

デザイナーや広告関係者も数名おり、これから実現へと向けて動き出そうとしています。 

 

③外国人の誘致 

 空堀むすび食堂に参加してくれた方で、英語講師をされている方が、海外の人に空堀の魅力を伝え

たいということで相談に来られました。その後色々話しこむ中で、Airbnb などを活用して外国人が

泊まれるような場所を探したいということで、現在空堀で物件探しに入っており、見つかり次第具体

的な動きになっていきそうです。 

 

５ 事業の総参加人数 

のべ  約１１８  名 

（内訳：地区内から参加 ？ 名・地区外から参加 ？ 名・不明 ？ 名） 

（地区内で関わった実人数は、 ２２ 名 ＊把握できている範囲で） 

●イベント参加 

・「空堀むすび食堂」へ合計１００名が参加 

・「からほりごはん」へ５名が参加 

●スタッフ・出展などでの参加 

・「からほりごはん」へ２名がスタッフとして参加 

・「高津宮アートギャザリング」へ地元住民が２名が作品出展、２名が運営スタッフとして参加 

・「マチオモイ帖」の制作へ７名が参加 

その他、年齢別など詳しく内訳がわかれば記入してください。 

（例：30 代から 40 代が 6 割程度、など） 

 

上記の２２名のうち、２０代が４名、３０代が１６名、４０代が２名 

※「５ 事業の総参加人数」は外部へは公表しません。 
※「３ 事業の時期と実施内容等」、「４ 事業の効果・今後の展望」は、欄内に記入の上、これら
を補足するようなパンフレット・チラシ・写真等があれば適宜添付してください。 

 



平成 26 年 1 月 30 日 

 

上町台地マイルドＨＯＰＥゾーン事業 

まちづくり提案事業 事業報告書 

１ 事業者名  

共同事業者名（あれば記入してください） 

２ 事業のテーマ・タイトル 

多世代を結ぶ＜表現の学び舎＞デザイン・プロジェクト 2014～異日常の視点から～ 

※応募時につけたテーマ・タイトルを記入してください。 

３ 事業の時期と実施内容等 

時  期 実 施 内 容 等 

７月 
「キッズ・ミート・アート 2014①」のプログラムの実施・コモンズフェ
スタ企画委員会開催 

８月 
「キッズ・ミート・アート 2014」の振り返りと、「キッズ・ミート・ア
ート 2014②」の企画・広報。12 月「コモンズフェスタ」「キッズ・ミー
ト・アート 2014②」の企画と広報打ち合わせ 

９月 「コモンズフェスタ」企画内容に関する企画委員会開催 

10 月 
「キッズ・ミート・アート 2014②」の企画と広報、12 月「コモンズフ
ェスタ」の企画と広報ツール開発（ｆｂ・HP・チラシ）、広報・周知 

11 月 
「キッズ・ミート・アート 2014②」実施と「コモンズフェスタ」等の広
報・周知、コモンズフェスタ企画委員会開催 

12 月 
コモンズフェスタ内「キッズ・ミート・アート 2014③」実施 
「異日常」をつくる「コモンズフェスタ」多世代交流の場「自分感謝祭」
の実施 

※実施した事業を月ごとに記入してください。 

４ 事業の効果・今後の展望 

効 果 

201４年度のキッズ・ミート・アートでは 150 名を超える親子の来場が

あり、クラフトワークショップや演劇ワークショップ、また、ライブ

ペインティングなどのプログラムを多様に行うことで、「異日常」性を

持つ多くの多彩なアーティストたちとの交流や体験型のワークショッ

プが開催できました。表現の学び舎というタイトル通り、様々な表現

の手段を異なる視点から体験できる創造的な場を上町台地に提供でき

たと思います。 

應典院寺町倶楽部 

 

【様式４】 



今後の 
展 望 

2013 年度に行いました同プログラムは、8 月 30 日・31日に大きなイ

ベントとして開催したため、たくさんの方の来場はあったものの、個々

人のつながりや子どもたちそれぞれの自己表現から自己肯定の場面への

関係性を持つことが難しく、今回はそれらの反省より、少ない人数でし

っかりとした関係性づくりが可能なワークショップを 4 回、交流の場を

数回持つなどの工夫しました。今後もきめ細やかなプログラムづくりを

していきたいです。 

 

５ 事業の総参加人数 

     ２００ 名 

（内訳：地区内から参加  100 名・地区外から参加  100 名・不明   

名） 

その他、年齢別など詳しく内訳がわかれば記入してください。 

（例：30 代から 40 代が 6 割程度、など） 

就園前の子どもと 30 代 40 代の親がほとんどでした。 

 

 

※「５ 事業の総参加人数」は外部へは公表しません。 
※「３ 事業の時期と実施内容等」、「４ 事業の効果・今後の展望」は、欄内に記入の上、これ
らを補足するようなパンフレット・チラシ・写真等があれば適宜添付してください。 
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